
下北半島太平洋側海域の地質構造調査における陸奥湾側調査の追加実施について（概要） 

 

下北半島を横断したより広範囲な地質構造データを取得するため、現在実施中の下北半島太平洋側海

域の地質構造調査に合わせて、陸奥湾側での海上音波探査を主体とした調査を追加実施いたします。 

 

●
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25年

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5 月 6月 7月 8月 9月

①海上音波探査（全体）

　　　　　　　（陸奥湾側調査）

②海底地形面調査

③採泥調査

④旧石油公団の探査記録再処理

⑤データ整理・まとめ

調査項目
24年

 

【陸奥湾側の調査概要】 

○探査測線延長約25kmの海上音波探

査を中心とした調査を実施します。

○沖合の東西・南北測線（約20km）

において、約600mのストリーマケ

ーブル※を曳航し、音波の発震・受振

を行います。 

○汀線から沖合の約３km区間にケー

ブルを敷設し受振を行います。 

○陸奥湾の調査時には、陸域での発

震・受振を行います。 

○陸奥湾側調査は5月14日より実施

します。 
 

※ストリーマケーブル：水中で音圧変化を電圧に変換するセンサ

ーを内蔵したケーブル 

図 追加調査位置図

表 概略工程表

凡 例 
（平成24年 11月 22日公表済） 

旧石油公団（現 JOGMEC）の探査記録再処理

①海上音波探査（小型船を用いた探査）

②海底地形面調査 

①海上音波探査（陸域での受振）

①海上音波探査

①海上音波探査（浅海部での受振）
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